
コ
プ
ト
復
興
運
動
に
関
す
る
一
考
察

ー
現
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
宗
教
復
興
i

は
じ
め
に

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
他
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
!
ム
諸
雷
同
様
、
一
九
六

0
年
代
後
半
以
降
、
イ
ス
ラ
!
ム
的
服
装
や
ヴ
ェ

i
ル
を
着
用
す
る
女

性
の
増
加
、
モ
ス
ク
建
設
の
急
増
、
イ
ス
ラ

i
ム
関
係
出
版
物
の
増
加
、

億
人
の
宗
教
的
意
識
の
高
ま
り
な
ど
と
い
っ
た
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
イ

ス
ラ
l
ム
復
興
の
動
き
が
顕
著
で
あ
る
。
二

O
一
一
年
二
月
に
三

O
年

に
わ
た
る
長
期
独
裁
を
敷
い
て
き
た
ム
パ
!
ラ
ク
政
権
を
崩
壊
に
導
い

た
一
月
二
五
自
革
命
は
、
民
主
化
を
求
め
る
若
者
を
中
心
と
し
た
世
俗

勢
力
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
初
の
民
主
的
選
挙
を
経
て

当
選
し
た
の
が
穏
健
派
イ
ス
ラ
!
ム
主
義
組
織
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
を
母

体
と
す
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ム
ル
ス
ィ
!
大
統
領
(
在
任
二

O
一
二

i)

で
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
も
政
治
や
社

会
の
な
か
で
イ
ス
ラ
!
ム
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

他
方
で
、
エ
ジ
プ
ト
に
は
、
中
東
最
大
の
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
で
あ

り
、
同
臨
総
人
口
の
約
一

O
%
を
占
め
る
コ
プ
ト
正
教
徒
(
コ
プ
ト
・

I-W 

正王

i崎

真

紀

キ
リ
ス
ト
教
徒
)
が
存
在
す
る
。
彼
ら
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
た
め
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
と
の
関
係
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

二
O
一
一
年
の
革
命
時
に
も
、
当
初
は
ム
ス
リ
ム
と
の
陸
結
が
注
目
さ

れ
、
そ
の
後
は
し
ば
し
ば
宗
教
関
対
立
の
文
脈
に
お
い
て
語
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
。
フ
ト
正
教
会
共
同
体
内
部
の
動
態
に
つ
い
て

は
、
一
部
の
現
代
コ
プ
ト
研
究
を
除
い
て
は
看
過
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
コ
プ
ト
正
教
会
に
お
い
て
起
き
た
復
興
運
動

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ム
ス
リ
ム
の
あ
い
だ
で
の
イ
ス
ラ

i
ム
復
興
同
様
、
コ
プ
ト
の
あ
い

だ
で
も
、
近
代
に
な
り
コ
プ
ト
復
興
(
己
l忌
ユ
と
l
f
z
q与
も
し
く

は
と

1
5
Z与
と
i
f
f
q
m
y
)
や
コ
プ
ト
改
革
(
巳
i五
与
巳
l
f
E同
)

と
呼
ば
れ
る
宗
教
復
興
運
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
現
在
の
コ
プ

ト
正
教
会
の
あ
り
ょ
う
を
方
向
づ
け
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
影
響

力
を
持
ち
、
今
日
で
も
そ
の
流
れ
は
続
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
コ
プ
ト

復
興
運
動
の
歴
史
的
展
開
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ

ト
逃
避
行
伝
承
と
関
連
す
る
巡
礼
地
の
発
展
を
復
興
運
動
の
事
例
と
し

コプト復興運動に関する一考察29 



て
考
察
す
る
。

な
お
、
コ
プ
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
一
口
に
ニ
一
一
口
つ
で
も
、
そ
の
な
か

に
は
コ
プ
ト
総
人
口
の
約
九
五
%
を
占
め
る
コ
プ
ト
正
教
徒
、
そ
の
分

派
で
あ
る
コ
プ
ト
・
カ
ト
リ
ッ
ク
お
よ
び
コ
プ
ト
福
音
派
と
い
う
異
な

る
宗
派
が
混
在
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
と
く
に
説
明
が
な
い
限
り
、

コ
プ
ト
と
は
コ
プ
ト
正
教
徒
も
し
く
は
コ
プ
ト
正
教
会
を
指
す
こ
と
と

す
る
。

一
.
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
イ
ス
ラ

i
ム
社
会
の
マ
イ

ノ
リ
テ
イ

コ
プ
ト
(
心
安
)
と
い
う
語
の
由
来
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
エ
ジ
プ

ト
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
「
ア
イ
ギ
ュ
プ
ト
ス
」
が
語
源
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
七
世
紀
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
か
ら
ム
ス
リ
ム

が
到
来
し
た
こ
ろ
の
エ
ジ
プ
ト
は
民
の
大
半
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ

た
た
め
、
当
時
の
ア
ラ
ブ
人
ム
ス
リ
ム
は
自
分
た
ち
と
の
差
別
化
を
行

な
う
た
め
、
土
着
の
エ
ジ
プ
ト
人
(
当
時
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
同
義
語
)

の
こ
と
を
コ
プ
ト
(
ア
イ
ギ
ュ
プ
ト
ス
)
と
呼
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
コ
プ
ト
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
キ
リ
ス
ト
教
会
・
キ
リ
ス
ト

教
徒
を
意
味
す
る
。

コ
プ
ト
教
会
側
の
観
点
に
よ
れ
ば
、
組
織
と
し
て
の
コ
プ
ト
正
教
会

の
歴
史
は
、
福
音
史
家
聖
マ
ル
コ

(
7
1六
八
)
が
西
麿
五

O
i六
O

年
一
頃
に
エ
ジ
プ
ト
で
布
教
活
動
を
行
な
い
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
総
主

教
座
を
創
設
し
、
初
代
総
主
教
(
在
位
六
一

l
i六
八
)
と
な
っ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
民
衆
の
観
点
で
は
、
聖
マ
ル
コ
に
よ

る
布
教
の
さ
ら
に
以
前
、
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
(
二
章
一
三

i

一
五
節
)
に
描
か
れ
る
よ
う
に
、
幼
子
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
、
ヨ
セ
フ
の

聖
家
族
が
へ
ロ
デ
の
迫
害
を
避
け
エ
ジ
プ
ト
へ
と
逃
れ
て
き
た
と
き
に
、

エ
ジ
プ
ト
の
民
は
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
信
じ
ら

れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
受
容
時
の
エ
ジ
プ
ト
は
ロ
!
マ
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ

た
た
め
、
当
初
多
く
の
殉
教
者
を
出
し
た
が
、
三
二
二
年
の
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
(
在
位
三

O
六
i

三
三
七
)
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
公
認

以
降
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
総
主
教
座
の
ひ
と
つ
が
置
か
れ
る
な

ど
し
て
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
神
学
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
と
し

て
繁
栄
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
四
五
一

年
の
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
に
よ
っ
て
一
変
す
る
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、

キ
リ
ス
ト
の
内
部
に
神
性
と
人
性
の
両
者
を
認
め
る
両
性
説
を
正
統
な

教
理
と
す
る
カ
ル
ケ
ド
ン
信
条
が
定
め
ら
れ
た
た
め
、
神
牲
を
よ
り
強

調
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
単
性
説
論
者
と
し
て
異
端
宣

告
・
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
彼
ら
は
、
カ
ル
ケ
ド
ン
信

条
を
受
け
容
れ
た
ロ
!
マ
教
会
や
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
と
挟
を
分
か
つ
と
同

時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
中
心
の
座
か
ら
外
れ
、
非
カ
ル
ケ
ド
ン
派

と
し
て
独
自
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
六
三
九
年
に
は
ア
ム
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
!
ス
将
軍
(
?
!
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六
六
三
)
に
率
い
ら
れ
た
ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
軍
が
エ
ジ
プ
ト
に
侵
入

し
、
イ
ス
ラ

i
ム
に
よ
る
統
治
が
始
ま
っ
た
。
イ
ス
ラ

i
ム
は
、
ク
ル

ア
i
ン
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
啓
典
の
民
(
各
一

色

l
t
g
σ
)
と
し
て
認
め
て
い
る
た
め
、
コ
フ
ト
は
イ
ス
ラ

i
ム
に

お
け
る
神
の
法
で
あ
る
シ
ャ
リ
!
ア

(
ω
Z
Z与
)
に
よ
っ
て
庇
護
民

主
E
ヨ
ヨ
ユ
と
し
て
規
定
さ
れ
、
人
頭
税

(
t
N
三
「
)
を
納
め
る
代
わ

り
に
、
生
命
・
財
産
の
安
全
と
信
仰
の
自
由
と
い
う
一
定
の
保
護
を
与

え
ら
れ
た
。
庇
護
民
と
い
う
名
称
が
表
わ
す
よ
う
に
、
啓
典
の
民
は
ム

ス
リ
ム
側
か
ら
は
イ
ス
ラ

i
ム
社
会
の
い
わ
ば
「
一
一
級
の
構
成
員
」
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
プ
ト
は
シ
ャ
リ
!
ア
に
則
っ
て
統
治
さ

れ
る
社
会
の
な
か
で
ム
ス
リ
ム
に
政
治
・
経
済
的
に
従
属
す
る
こ
と
で
、

少
な
く
と
も
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
保
持
し
コ
プ
ト
共
同
体
を
維
持
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ

i
ム
に
お
い
て
は
、
各
宗
教
伝
統
の

儀
礼
の
実
践
は
も
と
よ
り
、
婚
婚
、
相
続
な
ど
個
人
の
身
分
に
関
係
す

る
領
域
に
つ
い
て
も
各
宗
教
の
法
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
各
信
仰
共
同

体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
伝
統
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
人
頭

税
の
義
務
の
ほ
か
、
武
器
所
有
の
禁
止
、
特
定
の
衣
服
着
用
の
義
務
、

教
会
修
復
・
新
築
の
制
限
な
ど
い
く
つ
か
の
拘
束
は
あ
っ
た
が
、
ム
ス

リ
ム
諸
王
朝
は
お
し
な
べ
て
コ
プ
ト
に
対
し
て
寛
容
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
統
治
者
が
ム
ス
リ
ム
と
な
っ
て
か
ら
も
コ
プ
ト
は

み
ず
か
ら
の
宗
教
伝
統
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
現
実

に
は
多
く
の
コ
プ
ト
が
社
会
的
抑
圧
や
人
頭
税
と
い
う
経
済
的
負
担
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
ム
ス
リ
ム
に
改
宗
し
て
い
っ
た
。

コ
プ
ト
の
歴
史
を
概
観
し
て
分
か
る
の
は
、
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
世

界
、
イ
ス
ラ

i
ム
社
会
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
存

在
し
つ
い
つ
け
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
自

称
は
決
し
て
し
な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
こ
と
も
忌
避
す
る
。

し
か
し
、
同
時
に
彼
ら
に
と
っ
て
こ
の
歴
史
は
、
山
形
孝
夫
が
述
べ
る

よ
う
に
、
現
代
に
生
き
る
コ
プ
ト
に
二
重
の
意
味
で
の
誇
り
を
与
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
で
あ
る

西
洋
世
界
が
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
す
る
よ
り
も
早
く
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

国
で
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
誇
り
で
あ

り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
ム
ス
リ
ム
が
ア
ラ
ブ
よ
り
や
っ
て
き
た
外
来
者

で
あ
る
の
に
対
し
、
コ
フ
ト
こ
そ
が
エ
ジ
プ
ト
土
着
の
民
で
あ
る
と
い

う
誇
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
誇
り
は
、
コ
プ
ト
が
西
洋
中
心
の
キ
リ

ス
ト
教
世
界
に
も
、
イ
ス
ラ

i
ム
社
会
に
も
開
化
・
吸
収
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
独
自
の
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
つ
u

つ
け
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
大
き
な
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
次
節
で
み
る
コ
プ
ト
復
興
運
動
を
支
え
る
基
盤

と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

コプト復興運動に関する一考察

ニ
幽
コ
プ
ト
復
興
運
動
の
歴
史
的
展
開

七
世
紀
の
イ
ス
ラ

i
ム
到
来
以
持
、
コ
プ
ト
は
イ
ス
ラ

i
ム
社
会
の

「
二
級
の
構
成
員
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
庇
護
民
と
し
て
存
在
し
て
き
た
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が
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
近
代
化
を
始
め
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ

i
粉

(
一
八

O
五

i
一
九
五
二
)
の
成
立
が
こ
の
状
況
を
大
き
く
変
え
た
。

一
八
五
五
年
に
は
庇
護
民
に
対
す
る
人
頭
税
が
廃
止
さ
れ
、
五
六
年
に

は
近
代
的
軍
隊
創
出
の
た
め
に
コ
プ
ト
へ
も
徴
兵
制
が
適
用
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
コ
プ
ト
と
ム
ス
リ
ム
の
社
会
的
差
異
は
小
さ
く
な
る
。

ま
た
、
一
八
二
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
支
配
は
、
植
民

地
主
義
か
ら
の
独
立
を
求
め
る
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
生
み

出
し
、
そ
れ
は
一
九
一
九
年
革
命
に
お
い
て
最
高
潮
を
迎
え
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
は
ム
ス
リ
ム
と
コ
プ
ト
が
同
じ
権
利
・
義
務
を
負
う
平
等

な
エ
ジ
プ
ト
国
民
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
と
も
な
い
、
コ
プ
ト
は
政
治
・
経
済
の
爵
面
に
お
い
て
こ
れ
ま
で

に
な
い
発
展
を
み
る
。

コ
プ
ト
復
興
は
こ
の
よ
う
な
時
代
に
起
こ
っ
た
。
植
民
地
主
義
は
英

日
出
密
教
会
、
ル
タ

i
派
な
ど
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク

に
よ
る
宣
教
活
動
を
も
た
ら
し
、
一
八
五
四
年
に
は
コ
プ
ト
福
音
派
が
、

一
八
九
九
年
に
は
コ
プ
ト
・
カ
ト
リ
ッ
ク
が
誕
生
し
、
コ
。
ブ
ト
正
教
会

は
分
派
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
る
。
欧
米
の
諸
宗
派
の
影
響
に
よ
っ
て

コ
プ
ト
正
教
会
の
伝
統
が
喪
失
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
当
時
の
総
主
教
キ

ュ
リ
ロ
ス
四
世
(
在
位
一
八
五
郎

i
六
こ
は
、
聖
職
者
の
再
教
育
や

近
代
コ
プ
ト
学
校
の
設
立
な
ど
教
会
主
導
の
改
革
を
行
な
っ
た
。
当
時
、

は
コ
プ
ト
聖
職
者
に
は
無
学
な
者
が
多
く
、
そ
の
出
自
も
下
層
の
社
会

階
層
の
者
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
上
流
階
級
か
ら
は
蔑
ま
れ
て
お
り
、

聖
職
者
の
質
の
向
上
は
緊
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

ほ
ど
な
く
し
て
民
衆
の
あ
い
だ
で
も
動
き
が
起
こ
る
。
平
信
徒
ハ
ピ

i
ブ
・
ギ
ル
ギ
ス
(
一
八
七
六
j

一
九
五
こ
に
よ
っ
て
一
九
一
八

年
か
ら
始
め
ら
れ
た
日
際
学
校
運
動
(
ヱ
号
呉
岳
山
ア
玄
立
母
立
と
i

メ
宮
仏
)
と
呼
ば
れ
る
刷
新
運
動
で
あ
る
。
日
曜
学
校
運
動
は
、
の

ち
の
総
主
教
シ
ュ
ヌ

i
ダ
三
世
(
一
九
二
三

i
二

O
士
乙
や
マ
ッ

タ
・
ア
ル
H
H

ミ
ス
キ

i
ン
聖
マ
カ
リ
ウ
ス
修
道
院
長
(
一
九
一
九
l

一一

O
O
六
)
な
ど
、
日
曜
学
校
世
代
と
呼
ば
れ
る
コ
プ
ト
復
興
の
担
い

手
と
な
る
高
学
歴
青
年
層
を
輩
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
運

動
の
中
心
は
、
欧
米
の
日
曜
学
校
の
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
、
毎
週
日

曜
に
子
ど
も
た
ち
を
教
会
に
集
め
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
行
な
う
こ
と

に
あ
っ
た
。
異
体
的
に
は
、
聖
書
の
教
育
に
加
え
、
コ
プ
ト
正
教
会
の

壁
史
や
儀
礼
、
エ
ジ
プ
ト
の
殉
教
者
や
聖
人
、
コ
プ
ト
語
に
つ
い
て
の

教
育
が
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
方
法
に
は
従
来
の
コ
プ
ト
正
教
会
が
行
な

っ
て
い
た
講
義
形
式
の
そ
れ
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
で
の
カ
テ
キ
ズ
ム
(
教
理
問
答
)
を
モ
デ
ル
と
し
た
対
話
形

式
が
用
い
ら
れ
た
。

復
興
運
動
は
第
一
一
六
代
総
主
教
キ
ュ
リ
ロ
ス
六
世
(
在
位

一
九
五
九
i

七
一
)
の
も
と
で
も
活
発
に
進
め
ら
れ
た
。
彼
は
日
曜
学

校
世
代
を
教
会
組
織
の
中
心
に
迎
え
入
れ
、
教
会
の
近
代
化
を
図
っ
た

総
主
教
と
し
て
知
ら
れ
る
。
二
五
歳
の
と
き
に
修
道
士
と
な
っ
た
キ
ユ

リ
ロ
ス
六
世
は
、
一
九
三
六
年
か
ら
沼
二
年
に
は
、
オ
ー
ル
ド
カ
イ
ロ
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に
あ
る
う
ち
捨
て
ら
れ
て
い
た
風
車
小
屋
に
お
い
て
孤
独
の
修
道
生
活

を
送
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
世
俗
外

禁
欲
を
重
視
し
、
修
道
院
を
再
び
教
会
組
織
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
修
道
制
の
短
と
言
わ
れ

る
密
で
あ
り
、
コ
プ
ト
正
教
会
で
は
歴
代
の
総
主
教
や
主
教
は
修
道
士

が
務
め
る
の
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
代
に
な
り
コ
プ
ト
共
同
体

に
対
す
る
修
道
続
の
影
響
力
は
低
下
し
て
い
た
。
こ
の
状
態
の
打
開
を

図
っ
た
の
が
キ
ュ
リ
ロ
ス
六
世
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
訪
問
者
も
な
く

荒
れ
果
て
て
い
た
聖
メ
ナ
ス
修
道
院
は
、
キ
ュ
リ
ロ
ス
六
世
に
よ
っ
て

再
興
さ
れ
、
現
在
で
は
エ
ジ
プ
ト
の
一
大
巡
礼
地
の
ひ
と
つ
な
っ
て
い

る
。
聖
人
の
イ
コ
ン
や
遺
物
に
対
す
る
崇
敬
に
関
し
て
も
、
近
代
に
な

る
と
上
流
階
級
の
あ
い
だ
で
は
迷
信
と
し
て
退
け
ら
れ
て
い
た
が
、
キ

ュ
リ
ロ
ス
六
世
が
聖
人
を
信
仰
者
の
模
範
と
し
て
位
置
づ
け
、
彼
ら
へ

の
崇
敬
を
推
奨
し
た
こ
と
も
あ
り
、
聖
人
崇
敬
は
再
び
コ
プ
ト
共
肉
体

全
体
へ
と
浸
透
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
修
道
制
や
聖
人
に
対
す
る
平

信
徒
た
ち
の
観
念
を
再
構
築
す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
が
コ
プ
ト
と
し
て

の
個
人
的
・
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
つ
た
め
の
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
た
。

キ
ュ
リ
ロ
ス
六
世
の
後
を
継
い
だ
シ
ュ
ヌ

i
ダ
三
世
は
、
先
述
の
と

お
り
、
日
曜
学
校
世
代
の
ひ
と
り
と
し
て
、
平
信
徒
の
と
き
か
ら
コ
プ

ト
復
興
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
。
聖
戦
者
と
な
る
前
は
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
や
詩
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
彼
は
、
総
主
教
と
な
っ
て
も
巧

み
に
言
葉
を
操
り
、
多
く
の
著
書
や
ス
ピ
ー
チ
に
よ
っ
て
信
徒
の
心
を

つ
か
ん
だ
。
「
聖
下
(
訳
者
註
一
シ
ュ
ヌ
!
ダ
三
世
)
に
対
す
る
も
っ
と

も
よ
く
知
ら
れ
た
不
平
は
、
彼
が
精
神
的
指
導
者
と
し
て
の
総
主
教
の

『
伝
統
的
』
役
割
を
離
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
ど
こ
で

で
も
、
で
き
る
限
り
説
教
を
し
、
通
常
(
そ
の
際
に
)
話
し
過
ぎ
る
こ
と

で
あ
っ
た
」
と
い
う
評
伝
が
表
す
よ
う
に
、
シ
ュ
ヌ

i
ダ
三
世
は
過
去

の
総
主
教
た
ち
と
く
ら
べ
、
き
わ
め
て
活
発
に
信
徒
た
ち
と
関
わ
っ
た
。

シ
ュ
ヌ

i
ダ
三
世
は
平
信
徒
と
し
て
日
曜
学
校
運
動
に
関
わ
っ
て
い

た
こ
ろ
か
ら
そ
の
政
治
的
発
言
で
も
耳
目
を
集
め
て
お
り
、
そ
の
姿
勢

は
総
主
教
と
な
っ
て
か
ら
も
変
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
前
任
者
の
キ
ュ
リ
ロ

ス
六
世
が
政
治
的
介
入
を
避
け
て
い
た
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

シ
ュ
ヌ

i
ダ
三
世
が
総
主
教
と
な
っ
た
一
九
七

0
年
代
前
半
の
エ
ジ
プ

ト
は
、
六
七
年
の
第
三
次
中
東
戦
争
で
の
敗
北
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
ナ

!
セ
ル
大
統
領
(
在
任
一
九
五
六
i

七

O
)
が
唱
え
て
き
た
民
族
主
義

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
衰
退
し
、
代
わ
り
に
民
衆
の
あ
い
だ
で
イ
ス
ラ

i

ム
主
義
が
顕
在
化
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
統
領
と
な
っ

た
ば
か
り
の
サ

i
ダ
i
ト
(
在
任
一
九
七

O
i八
こ

は

、

ナ

i
セ
ル

の
影
響
力
を
払
し
よ
く
す
る
た
め
、
イ
ス
ラ

i
ム
主
義
寄
り
の
政
策
を

推
進
し
た
。
こ
の
結
果
、
台
頭
し
た
急
進
的
イ
ス
ラ

i
ム
主
義
勢
力
に

よ
る
暴
力
が
横
行
し
、
コ
プ
ト
教
会
の
焼
き
討
ち
ゃ
宗
教
関
対
立
も
激

増
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
・
政
治
状
況
の
な
か
で
、
コ
プ
ト
の
権
利

擁
護
の
た
め
積
極
的
に
政
治
に
介
入
し
た
シ
ュ
ヌ

i
ダ
三
世
は
サ
i
ダ
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ー
ト
と
鋭
く
対
立
し
、
最
終
的
に
は
八
一
年
九
月
に
サ
!
ダ

i
ト
が
シ

ユ
ヌ

i
ダ
三
世
を
幽
額
さ
せ
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

彼
は
一
九
五

0
年
代
以
降
急
増
し
た
海
外
へ
移
住
し
た
コ
プ
ト
た
ち

に
対
す
る
手
厚
い
働
き
か
け
で
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

の
コ
プ
ト
た
ち
へ
の
対
応
は
、
六
二
年
キ
ュ
リ
ロ
ス
六
世
の
時
代
に
総

主
教
自
身
に
よ
る
訪
問
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
シ
ュ
ヌ

i
ダ
三
世
は
、

自
身
の
定
期
的
な
訪
問
だ
け
で
な
く
、
主
教
、
司
祭
、
修
道
士
の
派
遣
、

現
地
で
の
教
会
・
修
道
続
建
設
に
ま
で
活
動
の
一
帽
を
広
げ
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
で
は
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
合
計
一
二

O
教

会
、
西
修
道
院
、
一
ニ
神
学
校
が
存
在
す
る
。
密
内
同
様
、
海
外
に
お
い

て
も
コ
プ
ト
に
と
っ
て
生
活
の
中
心
は
教
会
と
家
族
に
あ
る
た
め
、
デ

ィ
ア
ス
ポ
ラ
た
ち
は
教
会
と
家
族
、
両
者
に
よ
っ
て
母
国
と
の
密
接
な

関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
彼
ら
が
永
続
的
に
国
外
に
居
住
し
な
が
ら
も

コ
プ
ト
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
得
て
い
る
の
は
、
シ
ユ

ヌ
i
ダ
三
世
に
よ
る
働
き
か
け
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

コ
プ
ト
復
興
運
動
は
、
た
と
え
ば
日
曜
学
校
と
い
う
近
代
的
な
欧
米

の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
ス
タ
イ
ル
を
用
い
な
が
ら
も
、
そ
の
中
身
は
コ
プ

ト
正
教
会
の
伝
統
、
す
な
わ
ち
独
自
の
儀
礼
や
言
語
、
聖
人
/
殉
教
者

に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
コ
。
フ
ト
復
興
に
お
い
て
は
、

過
去
の
伝
統
ば
か
り
が
復
興
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
次
節
で
見
る
よ

う
に
、
伝
統
の
創
造
と
呼
び
う
る
よ
う
な
、
新
た
な
事
象
も
起
き
て
い
る
。

一
弓
伝
統
の
創
造
!
聖
家
族
逃
避
行
伝
承
を
事
例
と
し
て

一
弓
一
監
家
族
逃
避
行
伝
承
の
淵
源

コ
プ
ト
復
興
運
動
の
な
か
で
推
奨
さ
れ
た
実
践
と
し
て
頻
繁
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
の
は
、
聖
人
崇
敬
や
修
道
院
の
活
性
化
、
コ
プ
ト
語
の
復

興
な
ど
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
、
聖
家
族
逃
避
行
伝
承
、
す
な
わ
ち
幼

子
イ
エ
ス
を
連
れ
た
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
ブ
が
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
で
の
迫
害
を

避
け
エ
ジ
プ
ト
へ
逃
れ
た
と
き
の
出
来
事
に
関
す
る
伝
承
と
そ
れ
に
纏

わ
る
巡
礼
地
の
発
展
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第

一
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
コ
ブ
ト
民
衆
の
一
歴
史
観
の
な
か
で
は
、
聖
家

族
来
訪
は
エ
ジ
プ
ト
に
キ
リ
ス
ト
教
を
も
た
ら
し
た
重
要
な
出
来
事
で

あ
り
、
ま
た
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
ご
く
短
い
聖
書
の
章
句
と
い
う

限
ら
れ
た
典
拠
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
聖
家
族
逃
避
行
と
結
び

つ
け
ら
れ
た
場
所
が
近
代
に
な
り
巡
礼
地
と
し
て
発
展
し
、
新
た
な
巡

礼
地
す
ら
も
が
誕
生
す
る
あ
り
ょ
う
は
、
コ
プ
ト
正
教
会
に
お
け
る
復

興
現
象
の
き
わ
め
て
興
味
深
い
事
例
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

コ
プ
ト
に
と
っ
て
、
聖
家
族
逃
避
行
伝
承
の
淵
源
は
、
「
マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
」
二
章
二
二
l
l
一
五
節
に
あ
る
。
こ
の
章
句
に
は
、
ロ
1
1

マ
帝
密
支
配
下
の
属
州
で
あ
っ
た
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
住
ん
で
い
た
聖
家

族
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
王
ヘ
ロ
デ
に
よ
る
幼
児
虐
殺
を
避
け
る
た
め
に
エ
ジ

プ
ト
へ
と
逃
れ
た
こ
と
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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セ
フ
に
現
れ
て
言
っ
た
。
「
起
き
て
、
子
供
と
そ
の
母
親
を
連
れ

て
、
エ
ジ
プ
ト
に
逃
げ
、
わ
た
し
が
告
げ
る
ま
で
、
そ
こ
に
と
ど

ま
っ
て
い
な
さ
い
。
ヘ
ロ
デ
が
、
こ
の
子
を
探
し
出
し
て
殺
そ
う

と
し
て
い
る
。
」
ヨ
セ
ブ
は
起
き
て
、
夜
の
う
ち
に
幼
子
と
そ
の

母
を
連
れ
て
エ
ジ
プ
ト
へ
去
り
、
ヘ
ロ
デ
が
死
ぬ
ま
で
そ
こ
に
い

た
。
そ
れ
は
、
「
わ
た
し
は
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
わ
た
し
の
子
を
呼

び
出
し
た
」
と
、
主
が
預
言
者
を
通
し
て
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

聖
書
に
お
い
て
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
に
関
す
る
記
述
は
ほ
か
に

な
く
、
唯
一
の
記
述
で
あ
る
こ
の
章
句
す
ら
、
彼
ら
が
エ
ジ
プ
ト
の
ど

こ
を
訪
れ
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
た
か
な
ど
詳
細
は
一
切
書
か
れ

て
い
な
い
。
つ
づ
く
二
章
二
ハ
i

一
八
節
で
は
ヘ
ロ
デ
の
蛮
行
が
描
か

れ
、
一
九
節
に
お
い
て
は
、
へ
ロ
デ
の
死
と
そ
れ
に
と
も
な
う
天
使
の

導
き
に
よ
り
、
聖
家
族
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
戻
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
来
訪
は
、
西
洋
近
代
的
歴
史
観
か
ら
す
れ
ば
、

史
実
と
し
て
認
識
す
る
に
は
実
証
的
根
拠
に
乏
し
い
。
そ
の
た
め
、
ロ

ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
西
方
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、

そ
れ
は
史
実
と
し
て
受
容
さ
れ
る
よ
り
も
、
自
い
ロ
パ
に
乗
る
マ
リ
ア

に
抱
か
れ
た
幼
子
イ
エ
ス
、
手
綱
を
引
く
ヨ
セ
フ
と
い
う
定
式
化
さ
れ

た
図
像
を
通
じ
て
美
術
の
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ

の
こ
と
は
、
司
キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
』
や
『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』

に
お
け
る
、
聖
家
族
そ
の
も
の
や
彼
ら
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
に
関
す
る
記

述
が
、
図
像
学
的
見
地
に
の
み
立
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
端
的
に

表
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
コ
プ
ト
は
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」

が
描
く
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
を
ま
ぎ
れ
も
な
い
歴
史
的
事
実
と

み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
‘
二
ド
ロ
ン
カ

i
逃
避
行
伝
承
に
纏
わ
る
巡
礼
地
の
誕
生

前
項
で
見
た
聖
書
の
章
句
や
外
典
の
記
述
を
も
と
に
、
コ
プ
ト
た
ち

は
、
ま
ず
口
頭
で
、
の
ち
に
文
字
に
よ
っ
て
聖
家
族
の
旅
路
を
よ
り
詳

細
に
描
き
だ
し
、
後
世
へ
と
伝
え
た
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
ヨ
セ
ブ
の
ひ

く
ロ
パ
に
乗
っ
た
マ
リ
ア
と
イ
エ
ス
は
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
か
ら
ガ
ザ
へ
、

そ
の
後
、
シ
ナ
イ
半
島
に
あ
る
ラ
フ
ァ
、
ア
ル
刊
行
ア
リ

i
シ
ュ
、
テ
ル
・

ア
ル
ー
フ
ァ
ラ
マ
、
下
(
北
部
)
エ
ジ
プ
ト
の
テ
ル
・
パ
ス
タ
、
ム
ス

タ
ル
ド
、
ビ
ル
バ
イ
ス
、
サ
マ
ン
ヌ

i
ド
、
サ
ハ
、
ワ

i
デ
ィ

i
・
ナ

ト
ル

i
ン
、
カ
イ
ロ
諸
地
区
、
マ
ア
デ
ィ

i
、
上
(
南
部
)
エ
ジ
プ
ト

の
ベ
ヘ
ネ
サ
、
サ
マ
ル

i
ト
、
デ

i
ル
・
ジ
ャ
パ
ル
・
テ

i
ル
、
ヘ
ル

モ
ポ
リ
ス
(
現
ア
ル
H

ア
シ
ユ
ム
ネ

i
ン
)
、
ダ
イ
ル
!
ト
、
ア
ル
れ
れ

ク
ス
ィ
!
ヤ
、
メ
ー
ル
、
デ

i
ル
・
ア
ル
時
ム
ハ
ッ
ラ
ク
、
ド
ロ
ン
カ

な
ど
を
三
年
半
か
け
て
旅
し
た
後
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
へ
帰
還
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
(
写
真

1
、
2
参
照
)
。

逃
避
行
伝
承
の
残
る
こ
れ
ら
の
土
地
の
な
か
に
は
、

過
去
に
は
幼

コプト復興運動に関する一考察35 



写商品
1
.

コ
プ
ト
正
教
会
に
続
ら
れ
て
い

る
建
一
家
族
が
訪
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
が
捕

か
れ
た
地
図

(
2
0
0
5
/
8
/
竹
、
ミ

ニ
ヤ
畑
町
一
ア
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ル
・
テ
ー
ル
村
)

写
樹
齢
は
い
ず
れ
も
筆
者
機
影

写
真
2
.
辺
一
一
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
を
描
く
イ

コ
ン

(
2
0
0
8
/
1
2
/
2
2
'
ミ
ニ
ヤ
県

デ
i
ル
・
ジ
ャ
パ
ル
・
テ
ー
ル
村
)

子
イ
エ
ス
が
奇
跡
を
起
こ
し
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在

で
は
廃
嘘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
逆
に
過
去
に
は

寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
一
大
巡
礼
地
と
し
て
多
く
の

巡
礼
者
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

な
か
で
も
コ
プ
ト
復
興
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
場
合
に
興
味
深
い
の

が
、
逃
避
行
伝
承
の
残
る
場
所
の
最
南
端
に
位
霊
す
る
ド
ロ
ン
カ
で
あ

る
。
ア
ス
ュ

i
ト
市
の
南
約
一

0
キ
ロ
メ

i
ト
ル
(
カ
イ
ロ
の
南
約

四

0
0
キ
ロ
)
に
位
置
す
る
ド
ロ
ン
カ
(
ロ
ロ
吋

5
z
r
)
は
、
河
岸
段

丘
の
崖
に
沿
っ
て
修
道
続
と
い
く
つ
も
の
教
会
や
巡
礼
者
施
設
が
そ
び

え
立
つ
、
有
数
の
コ
プ
ト
巡
礼
地

と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
全
土
か
ら
多

数
の
巡
礼
者
を
集
め
る
(
写
真
3
)
。

八
月
の
巡
礼
時
期
に
は
毎
日
五
万

人
が
訪
れ
、
そ
の
数
は
聖
一
処
女
(
マ

リ
ア
)
被
昇
天
を
祝
う
行
進
の
あ

る
八
月
二
一
日
に
は
五

O
万
人
に

ま
で
膨
れ
上
が
る
。
現
在
、
コ
プ

ト
に
聖
家
族
が
訪
れ
た
最
南
端
の

街
は
ど
こ
か
と
問
え
ば
、
当
然
の

よ
う
に
ド
ロ
ン
カ
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
、
過
去
に
は
最
南
端
は
ド
ロ
ン

カ
で
は
な
く
、
そ
の
北
に
位
置
す
る
デ

i
ル
・
ム
ハ
ッ
ラ
ク
(
ロ
ミ
吋

玄
与
R
Z乙
だ
っ
た
。
ド
ロ
ン
カ
が
最
南
端
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
こ
の
数
十
年
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

一
九
五
五
年
に
ア
ス
ュ

i
ト
主
教
区
の
ミ
ハ
イ

i
ル
主
教
が
ド
ロ
ン
カ

付
近
に
教
会
を
再
建
し
た
こ
と
、
ま
た
、
八

O
年
と
八
八
年
に
起
こ
っ

た
と
さ
れ
る
マ
リ
ア
の
出
現
が
あ
る
。
一
主
教
に
よ
る
積
極
的
な
試
み

と
マ
リ
ア
出
現
と
い
う
偶
然
が
重
な
り
、
ド
ロ
ン
カ
は
巡
礼
地
と
し
て

発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
二

O
O五
年
八
月
一
九
日
に
ミ
ニ
ヤ
市
の
コ
プ
ト
・
カ
ト
リ

ッ
ク
と
コ
プ
ト
福
音
派
の
信
徒
グ
ル
ー
プ
が
行
な
っ
た
ア
ス
ュ
!
ト
県

写事事3 巡礼者でにぎわうドロンカ (2005/8パ9)
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コ
プ
ト
教
会
・
修
道
院
ツ
ア

i
に
参
加
し
、
ド
ロ
ン
カ
を
訪
れ
た
。
マ

リ
ア
が
イ
エ
ス
と
と
も
に
隠
れ
た
と
さ
れ
る
潟
窟
は
広
大
で
、
そ
の
な

か
に
は
聖
母
子
や
イ
エ
ス
の
生
涯
を
描
い
た
絵
画
や
イ
コ
ン
が
掲
げ
ら

れ
、
祭
壇
と
会
衆
用
の
椅
子
が
し
つ
ら
え
ら
れ
た
礼
拝
堂
も
あ
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
音
楽
が
大
音
量
で
流
れ
る
敷
地
内
に
は
、
聖
家
族
関
連
史

跡
を
傾
ノ
序
良
く
回
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮
と
と
も
に
、
た
く

さ
ん
の
宿
泊
施
設
や
売
屈
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
巡
礼
者
が
心
地
よ
く

滞
在
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
あ
ち
こ
ち
に
な
さ
れ
て
い
た
。

ド
ロ
ン
カ
の
事
例
は
、
イ
ス
ラ

i
ム
復
興
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
!
ム

主
義
者
が
近
代
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
影
響
力
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て

イ
ス
ラ

i
ム
に
回
帰
し
つ
つ
も
、
そ
の
内
容
が
実
は
近
代
に
な
っ
て
創

出
さ
れ
た
》
も
の
で
あ
っ
た
点
と
類
似
し
て
い
る
。
大
塚
和
夫
は
、
近
代

エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ

i
ム
主
義
者
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
「
近
代
主
義
者

の
側
面
を
強
く
も
ち
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
い
う
か
む
し
ろ
そ

れ
ゆ
え
に
、
圧
倒
的
な
西
洋
文
明
の
影
響
力
に
対
抗
し
て
、
守
る
べ
き

イ
ス
ラ

i
ム
の
伝
統
を
今
呂
的
状
況
の
な
か
で
意
識
的
に
「
発
明
』
し

た
」
と
し
て
い
る
が
、
ド
ロ
ン
カ
が
近
代
に
な
り
新
た
に
巡
礼
地
と
な

っ
た
こ
と
は
、
コ
プ
ト
に
お
け
る
伝
統
の
発
明
と
し
て
考
え
る
こ
と
が

可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
参
加
し
た
ツ
ア
!
が
コ
プ
ト
正
教
会
で
は
な
く
、

コ
プ
ト
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
コ
プ
ト
福
音
派
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ド
ロ
ン
カ
は
他
の
ほ
と
ん
ど
の
コ
プ
ト
巡
礼
地

同
様
、
コ
プ
ト
正
教
徒
だ
け
に
聞
か
れ
た
場
所
で
は
な
い
。
さ
ら
に
言

う
な
ら
ば
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
も
や
っ
て
き
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

以
外
に
も
関
か
れ
た
場
所
で
も
あ
る
(
写
真
4
)
。
イ
ス
ラ

i
ム
に
お

い
て
イ
エ
ス
は
ム
ハ
ン
マ
ド
に
先
立
つ
神
の
使
徒
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
は
ク
ル
ア

i
ン
で
も
五
章
二
七
節
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
聖
家
族
に
纏
わ
る
巡
礼
地
は
コ
プ
ト
、
ム
ス
リ
ム

両
者
に
関
か
れ
た
場
所
な
の
で
あ
る
。

無
論
、
両
者
の
あ
い
だ
に
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

二
O
O
五
年
の
調
査
当
時
、
ド
ロ
ン
カ
の
入
口
に
は
何
台
も
の
装
甲
車

が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
物
々
し
い
雰
罰
気
に
あ
っ
た
。
ム
パ
!
ラ
ク
政

権
下
で
は
、
コ
プ
ト
教
会
・
修
道
続
の
前
に
は
通
常
護
衛
の
警
察
宮
が

常
駐
し
て
い
た
が
(
た
だ
し
革
命
後
は
そ
の
よ
う
な
慣
行
は
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
)
、
管
見
の
限
り

日
ド
ロ
ン
カ
以
外
で
装
甲
車
が
配
備

川
さ
れ
て
い
る
コ
プ
ト
教
会
修
道

弘
続
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
ア
ス
ユ

肋

i
ト
は
コ
プ
ト
人
口
の
多
い
県
で

材
あ
り
、
し
ば
し
ば
ム
ス
リ
ム
と
の

わ
別
対
立
が
起
こ
る
土
地
柄
で
あ
る
こ

ド
パ川
崎
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
政
府

A
『

日

九

一
刊
仰
が
厳
重
に
響
備
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
ド

コプト復興運動に関する一考察37 



ロ
ン
カ
と
い
う
一
大
コ
プ
ト
巡
礼
地
が
、
武
装
隠
争
も
辞
さ
な
い
一
部

の
ム
ス
リ
ム
の
襲
撃
の
対
象
の
対
象
と
な
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
こ

と
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と
言
え
る
や
た
ろ
う
。

間
四
コ
プ
ト
復
興
の
行
方

i
聖
家
族
逃
避
行
伝
承
と
の
関
連
か
ら

今
日
、
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
で
の
み
重
要

性
を
保
持
し
て
い
た
聖
地
や
文
化
遺
産
が
、
観
光
地
と
し
て
と
り
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
に
お
い
て
観
光
資
源
化
さ

れ
る
現
象
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
聖
家
族
逃
避
行
地

に
お
い
て
も
無
縁
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
コ
プ
ト
復
興
運
動
の

流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

近
年
に
な
り
、
高
級
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
ソ
ネ
ス
タ
の
所
有
者

ム
ニ

i
ル
・
ガ
ッ
ブ
!
ル
(
玄

5
可

。

zrrロ
吋
)
が
中
心
と
な
り
、
エ

ジ
プ
ト
各
地
の
聖
家
族
逃
避
行
伝
承
に
関
わ
る
場
所
を
保
存
し
、
さ
ら

に
は
エ
ジ
プ
ト
の
主
要
観
光
地
と
す
べ
く
、
国
立
エ
ジ
プ
ト
文
化
遺
産

復
興
協
会

(
Z
5
0
5
}
p
q
E
5
2
0
2
g
m
o
p
-
g一〉
ω
ω
0
3
5
p
略

称

Z
同
昌
広
)
が
設
立
さ
れ
た
。
同
協
会
は
一
九
九
九
年
に
政
府
機
関
で

あ
る
古
代
遺
物
最
高
評
議
会
に
よ
っ
て
公
式
に
認
め
ら
れ
、
当
時
の
大

統
領
ム
パ

i
ラ
ク
か
ら
の
奨
励
と
観
光
省
・
文
化
省
・
環
境
省
の
協
力

も
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
在
京
エ
ジ
プ
ト
大
使
館
の
ホ

i
ム
ペ

i
ジ
に

は
「
聖
家
族
の
旅
」
と
題
さ
れ
た
観
光
案
内
が
あ
り
、
聖
家
族
逃
避
行

伝
承
の
残
る
場
所
の
観
光
化
に
政
府
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
度
重
な
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
こ

O
一
一
年
の
革
命
に
よ
っ
て

観
光
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
聖
家
族
に
関
連
す
る

史
跡
は
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

2
目
白
〉
の
試
み
の
重
要
性
は
二
つ
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
ひ
と

つ
は
、
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
に
お
い
て
の
み
聖
地
性
を
有

し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
的
空
間
を
、
宗
教
的
に
も
社
会
経
済
的
に
も
グ

ロ
i
パ
ル
な
重
要
性
を
持
つ
聖
地
に
変
容
さ
せ
う
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

西
方
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
先
が
け
て
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
た
と
い
う

誇
り
を
持
つ
コ
プ
ト
に
と
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
国
外
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

聖
家
族
逃
避
行
伝
承
を
伝
え
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
イ
ス
ラ

i
ム
と
の
関
係
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
、

モ
ス
ク
等
の
イ
ス
ラ

i
ム
系
施
設
へ
は
政
府
の
援
助
が
あ
り
、
建
設
・

補
修
も
比
較
的
自
由
で
あ
る
の
に
対
し
、
現
在
で
も
一
八
五
六
年
に
発

出
さ
れ
た
オ
ス
マ
ン
布
告
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
る
コ
プ
ト
教
会
は
、

新
規
建
築
や
改
築
、
修
繕
に
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
、
実
現
に

は
煩
雑
な
手
続
き
と
長
い
時
間
を
要
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま

え
る
と
、
聖
家
族
ゆ
か
り
の
史
跡
が
基
本
的
に
は
コ
プ
ト
教
会
・
修
道

院
と
間
関
係
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
支
援
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
き
わ
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
背

景
に
は
、
Z
開
出
回
〉
が
お
も
な
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
以
下
の
事
柄

が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

・
聖
家
族
逃
避
行
史
跡
の
修
復
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-
宗
教
的
に
重
要
な
史
跡
の
環
境
向
上

・
エ
ジ
プ
ト
お
よ
び
毘
際
的
観
光
企
業
の
向
史
跡
観
光
化
支
援

・
古
代
エ
ジ
プ
ト
的
遺
産
に
対
す
る
歴
史
的
・
文
化
的
意
識
の
促
進

-
C
Z
開
∞
の
C
に
よ
る
向
史
跡
の
世
界
遺
産
化

聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
が
コ
プ
ト
の
信
仰
体
系
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
第
一
節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。
ま
た
、
聖
家
族
関
連
の
史
跡
が
観
光
資
源
と
し
て
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
、
史
跡
復
興
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
こ
れ
ら
に
加
え
重
要
な
の
は
、
復
興
の
対
象
で
あ
る
伝
統
、

す
な
わ
ち
聖
家
族
が
、
コ
ブ
ト
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
ム
ス
リ
ム
に

と
っ
て
も
宗
教
(
イ
ス
ラ

i
ム
)
的
伝
統
と
み
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

上
記
の

Z
甲
山
間
〉
の
白
的
を
見
る
と
、
宗
教
、
観
光
、
エ
ジ
プ
ト

と
い
う
語
は
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
や
コ
プ
ト
い
う
言
葉
は
入
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
聖
家
族
関
連
の
史
跡
が
コ
プ
ト
と
ム
ス
リ
ム

が
共
に
重
要
性
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
宗
教
遺
産
で
あ
る
こ
と
が
暗

に
強
議
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Z
開
出
一
回
〉
の
試
み
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
を
強
議
す
る
の
で
は

な
く
、
エ
ジ
プ
ト
人
、
ま
た
、
イ
ス
ラ

i
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
に
共
通
の

宗
教
伝
統
を
復
興
さ
せ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
!
ム
に
対

し
て
融
和
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
を
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
コ

プ
ト
が
ム
ス
リ
ム
と
共
存
し
て
い
く
た
め
の
あ
る
種
の
戦
略
で
あ
る
と

考
え
る
の
は
あ
な
が
ち
関
連
い
で
は
な
い
だ
ろ
う

o
z
E自
〉
の
活
動

は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
表
面
化
し
て
い
な
い
だ
け
に
、
コ
プ
ト
復
興
運
動
の

興
味
深
い
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
後
よ
り
詳
細
な
研
究
が
行
な
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

(
本
稿
は
、
平
成
二
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
、
若
手

研
究

(
A
)
、
課
題
番
号
二
三
七
二

O
O三
三
、
課
題
「
現
代
エ
ジ
プ

ト
に
お
け
る
コ
プ
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
修
道
院
の
意
味
と
役
部
」
(
研
究

代
表
者
一
岩
崎
真
紀
)
お
よ
び
平
成
二
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究

費
補
助
金
、
基
盤
研
究

(
A
)
、
課
題
番
号
二
回
二
五
一

O
O
八
「
変

革
期
の
イ
ス
ラ
!
ム
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
新
た
な
課
題
と
役
割
に
関

す
る
調
査
・
研
究
」
(
研
究
代
表
者
一
塩
尻
和
子
)
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
)

コプト復興運動に関する一考察

注(
l
)

「
イ
ス
ラ
i
ム
復
興
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
杉
泰
吋
現
代
中
東
と
イ
ス

ラ
i
ム
政
治
』
昭
和
堂
、
一
九
九
四
年
、
一
三
六
一
一
七
三
頁
や
大
塚
和
夫
「
イ

ス
ラ
i
ム
主
義
」
、
岩
波
警
倍
、
二
O
O
四
年
を
参
加
…
。

(
2
)

現
在
の
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
政
府
に
よ
る
宗
教
・
宗
派
別
の
人
口
統
計
が
公

表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
コ
プ
ト
人
口
の
正
確
な
数
は
不
明
で
あ
る
。
一
部
機
関

が
公
表
し
て
い
る
コ
プ
ト
人
口
の
割
合
も
機
関
に
よ
っ
て
大
き
く
数
値
が
異
な

る
。
以
下
一
例
を
挙
げ
る
と
、
二
O
一
一
年
一

O
月
士
二
日
付
の
エ
ジ
プ
ト
の
政

府
系
新
開
ア
ル
H

ア
ハ
ラ
i
ム
に
よ
れ
ば
、
も
っ
と
も
最
近
の
政
府
統
計
が
エ
ジ

プ
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
人
口
を
総
人
口
八
三
O
O
万
の
う
ち
の
三
一
ニ
O
万
(
約
四

%
)
と
す
る
一
方
、
シ
ユ
ヌ
i
ダ
三
世
総
主
教
は
こ
の
数
字
を
否
定
し
、
コ
プ
ト
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お
)
コ
プ
ト
復
興
の
他
の
具
体
柏
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
〈
出
コ

ロ
c
c
コ
T
Z
2
4
∞F
H
句
。
戸
℃
℃
・
M
M
l
N
印
J
玄白
5
2
4〔
-
c
m
r
C
H
M
-
n
p
w
芝)む
ωihv
印
J
Z
白川山白『
f

ε
-
n
p
u
℃℃・

5
1
H
O
N
-
2
2
三
C
グ
む
も
-nNNw
宅・
5
i
三
」
三
代
川
、
前
掲
書
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二
五

i
一二

O
頁。

(
お
)
日
本
型
番
協
会
「
聖
書
新
共
同
訳
」
日
本
型
欝
協
会
、
ニ

O
O
二
年
、
(
新
)

一
一
!
三
頁
。

(
幻
)
日
本
基
督
教
協
議
会
文
書
事
業
部
・
キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
編
集
委
員
会
編
吋
キ

リ
ス
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大
事
典
改
訂
版
」
教
文
館
、
一
一

0
0
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、
六
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七一氏。
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逃
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五
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家
族
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プ
ト
滞
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に
つ
い
て
は
、
コ
プ
ト
正
教
会
で
は
三
年
半
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さ
れ
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史
家
や
研
究
者
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入
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、
普
遍
的
価

値
を
与
え
ら
れ
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